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写真 5.1.9-15 白石峰からの主要な眺望景観の状況（洪水調節地・付替道路方向、春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5.1.9-16 白石峰からの主要な眺望景観の状況（洪水調節地・付替道路方向、秋季） 

 

  

三上・田上・信楽県立自然公園 

三上・田上・信楽県立自然公園 
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e) 国見岩からの主要な眺望景観 

国見岩からの眺望景観の状況を写真 5.1.9-17～写真 5.1.9-20 に示す。 

ダム堤体・付替道路方向の視界は樹木によりおおわれているため、ダム堤体・付替道路

方向にある「三上・田上・信楽県立自然公園」を望むことができない。 

洪水調節地・付替道路方向の視界は樹木によりおおわれているため、洪水調節地・付替

道路方向にある「三上・田上・信楽県立自然公園」を望むことができない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5.1.9-17 国見岩からの主要な眺望景観の状況（ダム堤体・付替道路方向、春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5.1.9-18 国見岩からの主要な眺望景観の状況（ダム堤体・付替道路方向、秋季） 

  

三上・田上・信楽県立自然公園 

三上・田上・信楽県立自然公園 
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写真 5.1.9-19 国見岩からの主要な眺望景観の状況（洪水調節地・付替道路方向、春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5.1.9-20 国見岩からの主要な眺望景観の状況（洪水調節地・付替道路方向、秋季） 

 

  

三上・田上・信楽県立自然公園 

三上・田上・信楽県立自然公園 
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5.1.9.3 予測の結果 

(1) 予測の手法 

予測の対象とする主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観と影響要因は、表 

5.1.9-6 に示すとおりであり、影響要因は「土地又は工作物の存在及び供用」とし、改変の程

度と眺望景観の変化とした。 

 

表 5.1.9-6予測対象とする主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観と影響要因 

影響要因 

 

 

予測対象 

土地又は工作物の存在及び供用 

・ダムの堤体の存在 

・付替道路の存在 

改変の程度 眺望景観の変化 

主要な眺望点 ●  

景観資源 ●  

主要な眺望景観  ● 

 

1) 予測の基本的な手法 

(a) 主要な眺望点及び景観資源の変化 

直接改変が主要な眺望点及び景観資源に及ぼす影響について、主要な眺望点及び景観資

源と工事の計画との重ね合わせにより予測した。 

 

(b) 主要な眺望景観の変化 

フォトモンタージュにより視野内に出現する構造物等の見え方を把握し、影響を予測した。 

 

2) 予測地域 

予測地域は、景観の特性を踏まえて主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観に係

る環境影響を受けるおそれがあると認められる地域とし、調査地域と同様とした。なお、現

地調査を実施した主要な眺望点のうち、竜王山（龍王山）、茶沸観音、白石峰及び国見岩は、

樹木によりおおわれて景観資源を見通すことが出来ないことから予測対象としなかった。 

 

3) 予測対象時期等 

土地又は工作物の存在及び供用に伴う主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観

に係る環境影響を的確に把握できる時期とした。具体的には、主要な眺望点及び景観資源は

ダム堤体等が景観に及ぼす影響が最大となるダム供用後の時点とした。主要な眺望景観の予

測対象時期は、ダム供用後の試験湛水に伴う植生の変化が回復したと考えられる時点とした。 

 

予測の手法の一覧を表 5.1.9-7 に示す。 
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表 5.1.9-7主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観の予測の手法の一覧 

項目 

 

 

 

予測対象 

予測の基本的な

手法 
予測地域 予測対象時期等 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

主要な眺

望点 

金勝山ハイキン

グコース 

主要な眺望点及

び景観資源と事

業計画を重ね合

わせることによ

り改変の程度を

予測した。 

調査地域と

同様とした。 

ダム供用後の時点

とした。 

景観資源 大津市の峡谷・

渓谷 

三上・田上・信

楽県立自然公園 

主要な眺

望景観 

金勝山ハイキン

グコース 

フォトモンター

ジュ法により眺

望景観の変化及

び影響要因の視

覚の程度を予測

した。 

調査地域と

同様とした。 

ダム供用後の時点

とした。 

 

(2) 予測結果 

1) 主要な眺望点 

主要な眺望点と事業計画を重ね合わせた結果を表 5.1.9-8 に示す。 

事業の実施により金勝山ハイキングコースのうち桐生辻線及び瀬戸ヶ滝線の一部が洪水

調節地予定区域と重なり、洪水調節時には一時的に冠水し利用できなくなるが、水位低下後

は再び利用可能となる。 

また、洪水調節時に一時的に通行できなくなる区間は表 5.1.9-8 に示すとおり金勝山ハイ

キングコース全体の約 3.5％と少なく、また、同区間は麓から稜線に至るまでの見通しの悪

い区間である。 

 

表 5.1.9-8金勝山ハイキングコースの改変の程度 

予測対象 金勝山ハイキング 

コースの延長 

事業実施による 

改変延長 

事業実施による改変率 

(％) 

金勝山ハイキン

グコース 
約 26km 約 0.9km 約 3.5％ 
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図 5.1.9-7主要な眺望点と事業計画の重ね合わせ結果 
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2) 景観資源 

景観資源と事業計画を重ね合わせた結果を表 5.1.9-9 及び図 5.1.9-8に示す。 

事業の実施により大津市の峡谷・渓谷と三上・田上・信楽県立自然公園の一部がダム堤体、

洪水調節地予定区域及び付替道路と重なり改変される。 

改変規模は表 5.1.9-9に示すとおり大津市の峡谷・渓谷全体の約 4.4％、三上・田上・信

楽県立自然公園全体の約 0.7％と少ない。なお、試験湛水により変化が生じた洪水調節地は

ダム供用後、時間の経過とともに植生遷移が進行し、元の植生の状況や立地状況に応じて草

地環境や低木林になり、長期的には森林等へ遷移すると考えられることから、大津市の峡谷・

渓谷の河川景観及び三上・田上・信楽県立自然公園の主要な構成要素である森林景観は回復

すると予測される。 

 

表 5.1.9-9景観資源の改変の程度 

予測対象 景観資源の規模 事業実施による 

改変規模 

事業実施による 

改変率(％) 

大津市の峡谷・渓谷 延長約 3.7km 延長 161m 約 4.4% 

三上・田上・信楽県

立自然公園 
面積 18,177ha 面積 124ha 約 0.7% 
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図 5.1.9-8景観資源と事業計画の重ね合わせ結果 
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3) 主要な眺望景観 

金勝山ハイキングコース上で事業実施区域方向に視界が開けている狛坂線の国見岩の近

くの巨石上からの春季の現況の眺望景観を写真 5.1.9-21 及び写真 5.1.9-23 に、ダム供用

後の眺望景観（フォトモンタージュ）の状況を写真 5.1.9-22 及び写真 5.1.9-24に示す。 
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写真 5.1.9-21 金勝山ハイキングコースからの現況の眺望景観の状況（ダム堤体・付替道

路方向 春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5.1.9-22 金勝山ハイキングコースからのダム供用後の眺望の状況（ダム堤体・付替

道路方向 春季） 

  

 

金勝山ハイキングコース上で事業実施区域方向に視界が開けてい

る狛坂線の国見岩の近くの巨石上からダム堤体・付替道路方向を望ん

だ眺望景観である。視界全体に「三上・田上・信楽県立自然公園」が

広がり、右奥後方に「太神山」が確認できる。 

 

 

ダムの関連施設は視認できない。 

三上・田上・信楽県立自然公園 

太神山 
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写真 5.1.9-23 金勝山ハイキングコースからの現況の眺望景観の状況（洪水調節地・付替

道路方向 春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5.1.9-24 金勝山ハイキングコースからのダム供用後の眺望の状況（洪水調節地・付

替道路方向 春季） 

 

 

金勝山ハイキングコース上で事業実施区域方向に視界が開けてい

る狛坂線の国見岩の近くの巨石上から洪水調節地・付替道路方向を望

んだ眺望景観である。視界全体に「三上・田上・信楽県立自然公園」

が広がる。 

 

中央の谷部に付替道路の県道栗東信楽線の橋梁が視認できる。 

三上・田上・信楽県立自然公園 

付替道路 
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ダム供用後の眺望景観における影響要因の視角の程度（春季）を表 5.1.9-10 及び写真 

5.1.9-25～写真 5.1.9-26 に示す。 

金勝山ハイキングコースからダム堤体・付替道路方向の視野には、ダムの関連施設を視認

することができない。また、洪水調節地・付替道路方向の視野に、付替道路の一部が視認で

きる。付替道路の長辺は 3.0 度、短辺は 0.9度である。 

 

表 5.1.9-10金勝山ハイキングコースからの眺望景観における視角の程度（春季） 

視野の方向 景観資源 影響要因 視角（度） 

洪水調節地・付

替道路方向 
三上・田上・信楽県立自然公園 付替道路 

長辺 3.0 

短辺 0.9 
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写真 5.1.9-25 金勝山ハイキングコースからのダム供用後の眺望景観における視角の程度

（ダム堤体・付替道路方向 春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5.1.9-26 金勝山ハイキングコースからのダム供用後の眺望景観における視角の程度

（洪水調節地・付替道路方向 春季） 
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金勝山ハイキングコース上で事業実施区域方向に視界が開けている狛坂線の国見岩の近

くの巨石上からの秋季の現況の眺望景観を写真 5.1.9-27 及び写真 5.1.9-29 に、ダム供用

後の眺望景観（フォトモンタージュ）の状況を写真 5.1.9-28 及び写真 5.1.9-30に示す。 
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写真 5.1.9-27 金勝山ハイキングコースからの現況の眺望景観の状況（ダム堤体・付替道

路方向 秋季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5.1.9-28 金勝山ハイキングコースからのダム供用後の眺望の状況（ダム堤体・付替

道路方向 秋季） 

  

 

金勝山ハイキングコース上で事業実施区域方向に視界が開けてい

る狛坂線の国見岩の近くの巨石上からダム堤体・付替道路方向を望ん

だ眺望景観である。視界全体に「三上・田上・信楽県立自然公園」が

広がる。 

 

 

 

 

ダムの関連施設は視認できない 

三上・田上・信楽県立自然公園 

太神山 
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写真 5.1.9-29 金勝山ハイキングコースからの現況の眺望景観の状況（洪水調節地・付替

道路方向 秋季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5.1.9-30 金勝山ハイキングコースからのダム供用後の眺望の状況（洪水調節地・付

替道路方向 秋季） 

 

 

金勝山ハイキングコース上で事業実施区域方向に視界が開けてい

る狛坂線の国見岩の近くの巨石上から洪水調節地・付替道路方向を望

んだ眺望景観である。視界全体に「三上・田上・信楽県立自然公園」

が広がる。 

 

中央の谷部に付替道路の県道栗東信楽線の橋梁が視認できる。 

三上・田上・信楽県立自然公園 

付替道路 
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ダム供用後の眺望景観における影響要因の視角の程度（秋季）を表 5.1.9-11 及び写真 

5.1.9-31～写真 5.1.9-32 に示す。 

金勝山ハイキングコースからダム堤体・付替道路方向の視野には、ダムの関連施設を視認

することができない。また、洪水調節地・付替道路方向の視野に、付替道路の一部が視認で

きる。付替道路の長辺は 3.1 度短辺は 0.8 度である。 

 

表 5.1.9-11金勝山ハイキングコースからの眺望景観における視角の程度（秋季） 

視野の方向 景観資源 影響要因 視角（度） 

洪水調節地・付

替道路方向 
三上・田上・信楽県立自然公園 付替道路 

長辺 3.1 

短辺 0.8 
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写真 5.1.9-31 金勝山ハイキングコースからの植生が回復したと考えられる時点の 

眺望景観における視角の程度（ダム堤体・付替道路方向 秋季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5.1.9-32 金勝山ハイキングコースからの植生が回復したと考えられる時点の 

眺望景観における視角の程度（洪水調節地・付替道路方向 秋季） 
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5.1.9.4 環境保全措置の検討 

(1) 環境保全措置の検討項目 

「土地又は工作物の存在及び供用」に伴う景観の影響を事業者の実行可能な範囲内で出来

る限り回避又は低減するための環境保全措置として、表 5.1.9-12 に示すとおり検討した。 

 

表 5.1.9-12環境保全措置の検討項目 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置の検討 

土地又は工作物の存

在及び供用 

主要な眺望点 金勝山ハイキングコースのうち桐生辻線及び

瀬戸ヶ滝線の一部が洪水調節地予定区域と重な

り、洪水調節時には一時的に冠水し利用できなく

なるが、水位低下後は再び利用可能となる。 

また、洪水調節時に通行できなくなる区間は金

勝山ハイキングコース全体の約 3.5％と少なく、

また、同区間は麓から稜線に至るまでの見通しの

悪い区間である。 

－ 

景観資源 事業の実施により大津市の峡谷・渓谷と三上・

田上・信楽県立自然公園の一部がダム堤体、洪水

調節地予定区域及び付替道路と重なり改変され

る。 

改変規模は、大津市の峡谷・渓谷全体の約

4.4％、三上・田上・信楽県立自然公園全体の約

0.7％と少ない。なお、試験湛水により変化が生じ

た洪水調節地はダム供用後、時間の経過とともに

植生遷移が進行し、元の植生の状況や立地状況に

応じて草地環境や低木林になり、長期的には森林

等へ遷移すると考えられることから、大津市の峡

谷・渓谷の河川景観及び三上・田上・信楽県立自

然公園の主要な構成要素である森林景観は回復

すると予測される。 

〇 

主要な眺望景観 金勝山ハイキングコースからダム堤体・付替道

路方向の眺望景観では、視界全体に「三上・田上・

信楽県立自然公園」及び「太神山」を眺望できる

が、ダム関連施設は視認できない。 
〇 

金勝山ハイキングコースから洪水調節地・付替

道路方向の眺望景観では、視界全体に「三上・田

上・信楽県立自然公園」を眺望でき、眼下に付替

道路を視認することができる。 

注）1.〇：環境保全措置の検討を行う。 
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(2) 環境保全措置の検討 

1) 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置 

景観資源及び主要な眺望景観への影響に対して、事業者の実行可能な範囲内で環境影響を

できる限り回避又は低減するための環境保全措置の検討を以下に示す。 

(a) 景観資源 

「土地又は工作物の存在及び供用」における景観資源への影響に対して、事業者の実行

可能な範囲内で環境影響をできる限り回避又は低減するための環境保全措置の検討を表 

5.1.9-13 に示す。 

 

表 5.1.9-13景観資源の環境保全措置の検討の内容 

項目 景観資源（大津市の峡谷・渓谷、三上・田上・信楽県立自然公園) 

環境影響 

事業の実施により大津市の峡谷・渓谷と三上・田上・信楽県立自然公園の

一部がダム堤体、洪水調節地予定区域及び付替道路と重なり改変される。 

改変規模は、大津市の峡谷・渓谷全体の 4.4％、三上・田上・信楽県立自

然公園全体の約 0.7％と少ない。なお、試験湛水により変化が生じた洪水調

節地はダム供用後、時間の経過とともに植生遷移が進行し、元の植生の状況

や立地状況に応じて草地環境や低木林になり、長期的には森林等へ遷移する

と考えられることから、大津市の峡谷・渓谷の河川景観及び三上・田上・信

楽県立自然公園の主要な構成要素である森林景観は回復すると予測される。 

環境保全措置の方針 景観資源の改変の程度を低減する。 

環境保全措置案 
・法面等の植生の回復 

・ダム洪水調節地内の植生の残置 

環境保全措置の実施

の内容 
法面等の植生の回復及び洪水調節地内の植生の残置を行う。 

環境保全措置の効果 景観資源の改変の程度を低減する効果が期待できる。 

環境保全措置の実施 景観資源への影響が低減されることから、本環境保全措置を実施する。 
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(b) 主要な眺望景観 

「土地又は工作物の存在及び供用」における主要な眺望景観への影響に対して、事業者

の実行可能な範囲内で環境影響をできる限り回避又は低減するための環境保全措置の検

討を表 5.1.9-14 に示す。 

 

表 5.1.9-14主要な眺望景観の環境保全措置の検討の内容 

項目 主要な眺望景観（金勝山ハイキングコースからの眺望) 

環境影響 

金勝山ハイキングコースからダム堤体・付替道路方向の眺望景観では、視

界全体に「三上・田上・信楽県立自然公園」及び「太神山」を眺望できるが、

ダム関連施設は視認できない。 

金勝山ハイキングコースから洪水調節地・付替道路方向の眺望景観では、

視界全体に「三上・田上・信楽県立自然公園」を眺望でき、眼下に付替道路を

視認することができる。 

環境保全措置の方針 周辺の自然景観との調和を図る。 

環境保全措置案 ・構造物の低明度及び低彩度の色彩の採用 

環境保全措置の実施

の内容 
・付替道路の橋梁について、低明度及び低彩度の色彩を採用する。 

環境保全措置の効果 
構造物は周辺の自然景観との調和が図られ、周辺の自然景観と調和する効

果が期待できる。 

環境保全措置の実施 主要な眺望点への影響が低減されることから、本環境保全措置を実施する。 
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(3) 環境保全措置の検証 

「土地又は工作物の存在及び供用」における主要な眺望点、景観資源及び主要な眺望景観

については、複数の環境保全措置案について検討を行った結果、構造物の低明度・低彩度の

色彩の採用、法面等の植生の回復、洪水調節地内の植生の残置等により、事業実施による影

響が事業者により実行可能な範囲でできる限り回避され、又は低減されていると考えられる。 

 

(4) 検討結果の整理 

「土地又は工作物の存在及び供用」における景観資源及び主要な眺望景観に対する環境保

全措置の検討結果の整理を表 5.1.9-15～表 5.1.9-16 に示す。 

 

表 5.1.9-15景観資源に係る環境保全措置の検討結果の整理 

項目 景観資源(大津市の峡谷・渓谷、三上・田上・信楽県立自然公園) 

環境影響 

事業の実施により大津市の峡谷・渓谷と三上・田上・信楽県立自然

公園の一部がダム堤体、洪水調節地予定区域及び付替道路と重なり改

変される。 

改変規模は、大津市の峡谷・渓谷全体の約 4.4％、三上・田上・信

楽県立自然公園全体の約 0.7％と少ない。なお、試験湛水により変化

が生じた洪水調節地はダム供用後、時間の経過とともに植生遷移が進

行し、元の植生の状況や立地状況に応じて草地環境や低木林になり、

長期的には森林等へ遷移すると考えられることから、大津市の峡谷・

渓谷の河川景観及び三上・田上・信楽県立自然公園の主要な構成要素

である森林景観は回復すると予測される。 

環境保全措置の方針 a. 景観資源の改変の程度を低減する。 

環境保全措置案 
・法面等の植生の回復 

・ダム洪水調節地内の植生の残置 

環境保

全措置

の実施

の内容 

実施主体 事業者 

実施方法 法面等の植生の回復及びダム洪水調節地内の植生の残置を行う。 

その他 

実施期間 ダム供用後 

実施範囲 事業実施区域内 

実施条件 周辺との調和を考慮する。 

環境保全措置を講じた後の

環境の状況の変化 

特になし。 

環境保全措置の効果 景観資源の改変の程度を低減する効果が期待できる。 

環境保全措置の効果の不確

実性の程度 

既存のダム事業においても実施されており、不確実性は小さい。 

環境保全措置の実施に伴い

生ずるおそれがある環境へ

の影響 

他の環境要素への影響はないと考えられる。 

環境保全措置実施の課題 
洪水時のダム運用等に問題が生じないように、残置する植生の種類

及び範囲を検討する必要がある。 

検討結果 

実施する。 

景観資源への影響が低減されることから、本環境保全措置を実施す

る。 
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表 5.1.9-16主要な眺望景観に係る環境保全措置の検討結果の整理 

項目 眺望景観（金勝山ハイキングコース) 

環境影響 

金勝山ハイキングコースからダム堤体・付替道路方向の眺望景観で

は、視界全体に「三上・田上・信楽県立自然公園」及び「太神山」を

眺望できるが、ダム関連施設は視認できない。 

金勝山ハイキングコースから洪水調節地・付替道路方向の眺望景観

では、視界全体に「三上・田上・信楽県立自然公園」を眺望でき、眼

下に付替道路を視認することができる。 

環境保全措置の方針 a.周辺の自然景観との調和を図る。 

環境保全措置案 ・構造物の低明度及び低彩度の色彩の採用 

環境保

全措置

の実施

の内容 

実施主体 事業者 

実施方法 付替道路の橋梁について、低明度及び低彩度の色彩を採用する。 

その他 

実施期間 ダム供用後 

実施範囲 事業実施区域内 

実施条件 周辺との調和を考慮する。 

環境保全措置を講じた後の

環境の状況の変化 

特になし。 

環境保全措置の効果 
構造物は周辺の自然景観との調和が図られ、周辺の自然景観と調和

する効果が期待できる。 

環境保全措置の効果の不確

実性の程度 

既存のダム事業においても実施されており、不確実性は小さい。 

環境保全措置の実施に伴い

生ずるおそれがある環境へ

の影響 

他の環境要素への影響はないと考えられる。 

環境保全措置実施の課題 特になし。 

検討結果 

実施する。 

主要な眺望景観への影響が低減されることから、本環境保全措置を

実施する。 
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5.1.9.5 事後調査 

事後調査は、「予測の不確実性の程度が大きい選定項目について環境保全措置を講ずる場合」、

「効果に係る知見が不十分な環境保全措置を講ずる場合」、「工事の実施中及び土地又は工作物

の供用開始後において環境保全措置の内容をより詳細なものにする必要があると認められる

場合」、及び「代償措置について、効果の不確実性の程度及び知見の充実の程度を勘案して事後

調査が必要であると認められる場合」において、環境影響の程度が著しいものとなるおそれが

あるときは、ダム事業に係る工事の実施中及び土地又は工作物の供用開始後において環境の状

況を把握するために行う。 

主要な眺望点、景観資源及び主要な眺望景観に係る事後調査は、構造物の低明度・低彩度の

色彩の採用、法面等の植生の回復、洪水調節地内の植生の残置等により「土地又は工作物の存

在及び供用」に伴う環境影響の程度が著しいものとなるおそれはないと判断し、実施しない。 

 

5.1.9.6 評価の結果 

(1) 評価の手法 

1) 回避又は低減の視点 

主要な眺望点、景観資源及び主要な眺望景観に係る「土地又は工作物の存在及び供用」に

よる環境影響に関し、事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避され、又は低減され

ており、必要に応じその他の方法により環境の保全についての配慮が適正になされるかどう

かについて事業者の見解を明らかにすることにより行った。 

 

(2) 評価の結果 

1) 回避又は低減の視点 

主要な眺望点、景観資源及び主要な眺望景観について調査、予測を実施し事業の実施によ

る主要な眺望点、景観資源及び主要な眺望景観について予測を実施した。予測結果を踏まえ、

環境保全措置の検討を行い、主要な眺望点、景観資源及び主要な眺望景観への影響を低減す

ることとした。これにより、景観に係る環境影響が事業者により実行可能な範囲内でできる

限り回避され、又は低減されていると評価する。 
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